
平成２０年度第２回 

千葉市介護保険運営協議会あんしんケアセンター等運営部会議事録 

 

 

１ 日時    平成２０年９月２４日(木) １９時～２０時３０分 

 

２ 場所    中央コミュニティセンター8 階会議室  

 

３ 出席者 （委員） 飯田ﾈ豊子、藤澤里子、藏屋勝敏、宍倉邦明、高野喜久雄、 

田邉宗一郎、松崎泰子、広岡成子、山﨑和子、和田和子（委員１２

名中１０名出席） 

（事務局）高齢障害部長、高齢福祉課長、高齢施設課長、介護保険課長、 

ほか６名 

 

４ 議題  

(1) あんしんケアセンターの運営状況について 

(2) 地域密着型サービス事業者の指定報告について 

(3) 地域密着型サービス事業者の指定更新の報告について 

(4) 地域密着型サービス事業者の平成２０年１０月１日付指定について 

(5)  平成２０年度公募による事業者選定における応募状況等について 

 （6） その他 

 

 

 

５ 議事の概要 

  議事に先立ち、議題（４）、（５）は非公開であることを確認した。 

(1) あんしんケアセンターの運営状況について 

事務局より資料に基づき報告を行い、質疑応答、意見交換を行った。 

(2) 地域密着型サービス事業者の指定報告について 

   事務局より資料に基づき、説明を行った。 

（3）地域密着型サービス事業者の指定更新の報告について 

事務局より資料に基づき報告を行い、質疑応答、意見交換を行った。 

(4) 地域密着型サービス事業者の平成２０年１０月１日付指定について 

事務局より資料に基づき説明を行い、質疑応答、意見交換を行った。 

 (5) 平成２０年度における公募による事業者の選定について 

事務局より資料に基づき説明を行い、質疑応答、意見交換を行った。 

 (6) その他 

     議案なし。 

 

６ 会議経過 
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議事に先立ち、事務局より会議は一部非公開であることを確認し、その後、部

会長が議長となり議事を進行した。 

 

議題（１）あんしんケアセンターの運営状況について 

 

平成２０年度６人の職員を増員し、４か月経過したが、増員による費用対効

果について伺いたい。もう１点は、報告の中にあんしんケアセンターが独自に

いろいろな場所で相談をしているとあるが、全て自主性のものなのか、行政の

指導はないのか。 

 

専門職の採用について、社会福祉士はあんしんケアセンターが扱っている虐

待関係などについて、福祉サービス課の窓口と連携をとったり、相談を受けた

り内容の把握などが、従前よりはよくみられるようになっている。また、増員

により職員の居場所が狭くなったなど物理的な問題がでてきている。それ以外

には 4 か月の中では聞いていない。 

空き店舗等の利用については、市の委託であり、かつては均一の事業をやり

一定以上のレベルを保ち、質を下げないようにお願いしていた。その中でも、

独自の事業を始めたところもあり、市として昨年あたりから積極的に地域の実

情に合わせて独自の活動を展開するよう指導している。あんしんケアセンター

が独自に介護予防のイベントを実施したり、独自のチラシを作り区の地域福祉

計画会議の場に出てきて事例を報告しているところもある。市としても広報な

どで支援をしている。 

 

あんしんケアセンターの業務は大きく分けて、包括的支援業務と介護予防支

援業務があるが、年度実績からケアプラン作成にウエイトがかかっていること

がわかる。３年目になり、引き続き現状のままでいくのか、増設はあるか、そ

れとも見直しされるのか方向性を確認しておきたい。 

 

この部分は現在、高齢者保健福祉推進計画の策定をしているが、その中でも

課題の１つである。市としては、2 次 5 か年計画の 22 年までの間については、

あんしんケアセンターの設置は 12 か所と計画に位置づけられていることと、昨

年度、計画の半分程度財政難等を理由に見直しをしたこともあり、今すぐ増設

するとは言えない。代わりに、増員や出張相談で効率的な相談体制を工夫して

いくことを考えている。 

 

あんしんケアセンターは 12 か所ということだが、委託施設そのものを新たに

認定しなおすか、更新になるのかなど 22 年度にはこうした見直しがあるのか。 

 

はい。 

 

介護予防プランは、人数的には毎年累積されていくのか。 

 

毎年決定し、プラン作成していくことになる。改善すれば特定高齢者ではな

くなる。高齢者はなにもしないでいると介護認定の方向に進んでいくわけで、
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介護予防を継続していくことで現状を維持できている。 

 

人口からすると特定高齢者はもっと多いと思うが、特定高齢者の把握の仕方

はどのように行っているのか。また、どのくらい特定高齢者が決定されると予

想しているのか。 

 

国は介護予防事業対象の特定高齢者を高齢者人口の 5％とし、対象者を 18 年

度は 3％、19 年度は 4％とし、20 年度は 5％としている。千葉市の人口からする

と 9,000 人強となるが、昨年度の特定高齢者は 861 人である。 

国は 19 年度基準を緩和したが、介護予防事業は参加者の少ない中で実施して

いる。 

千葉市では今年度民生委員に依頼して、介護予防の記事やあんしんケアセン

ターのＰＲを掲載した「はじめましょう介護予防」の冊子を 65 歳以上に全戸配

付した。また、中に「基本チェックリスト」を入れ特定高齢者の把握につとめ

ている。 

高齢者実態調査の健康ランクを基に虚弱な方に民生委員から生活機能評価受

診票を 19,000 部直接手渡しで配付し健診をすすめるなど、民生委員やあんしん

ケアセンターが高齢者に直接働きかける方法をとっている。 

 

千葉市だけではなく、特定高齢者のケアプランを作成し、介護予防事業に参

加した結果、効果があったというデータをだすことはなかなか難しいようであ

る。 

 

特定高齢者を把握し介護予防に取り組んでもらうものだが、その把握がなか

なか進まず、19 年度は国が制度の緩和をした。20 年度、独自の方法として千葉

市では、その可能性の強そうな人に個別に民生委員から肩を叩いて貰い受診を

促していただくことにした。なぜかというと今まで基本健診の中で把握してい

たが、健診率が 45％の中で特定高齢者が 861 人把握された。健診を受けていな

い人の中にこそ、たくさん特定高齢者がいるのではないかということで、民生

委員から受診勧奨をしていただいた。健診のやり方が変わった関係で集計の結

果がまだ出てきていないが、ターゲットを絞って実施した効果が今後でてくる

のではないかと期待している。 

 

増員の職種について、社会福祉士 4 人、保健師職 2 人で主任ケアマネはいな

いが、あんしんケアセンターの要望か。 

 

実績の業務量から算定し 6 か所に 1 人の増員をした。業務量が多くそれを打

開するための要望があった。 

職種は保健師を考えていたが人材不足などで見つからず結果的にこうなった。

市としては、必ずこの職種と限定はしていないが業務量や総合相談の対応から、

必然的に保健師や社会福祉士となった。 

 

増員されたことにより、職員が地域に出てきてくれることが多くなった。認

知症の人の相談をするとすぐ訪問してくれる。また、地域の会議にも参加し、
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活動内容を説明し理解を得てきている。地域の人もＳＯＳを出してよい場所と

してあんしんケアセンターを捉えるようになってきている。 

 

職員は地域に出かけて活動してほしい。増員により臨機応変に活動できるよ

うになったという紹介でした。 

 

 

議題（２）地域密着型サービス事業者の指定の報告について 

 

特に意見なし。 

 

議題（３）地域密着型サービス事業者の指定更新の報告について 

 

グループホームなどは、昨今、介護サービスの質が問われていると思うが、

その辺りまで更新により調査しているのか。 

 

グループホームでは、運営推進会議を開いて、活動内容を地域にオープンに

するよう指導している。その他、事業所職員に対する研修の機会を確保し、サ

ービスの質の向上に努めるよう事業者を指導しているところである。 

 

グループホームの入所者が、その後、どのような施設に移ったりしているか

の「動き」を把握しているか。 

 

グループホームを退所し、特養に入所する方もいると聞くが、全体的に「動き」

を把握するのは難しいところである。 

 

グループホームにとりあえず入居し、特別養護老人ホームへの入所を待ってい

る方もいると新聞報道でもあったが、実態はどうなのか。 

 

実態はそのような部分もあるかもしれない。 

 

グループホームの運営推進会議に、あんしんケアセンターの職員が出席すれ

ば、「監査」という観点ではない運営実態がもう少しつかめると思うがどうだろ

うか。 

 

運営推進会議のメンバーにあんしんケアセンターの職員を入れるよう事業所

には指導し、あんしんケアセンターには、運営推進会議への出席をお願いして

いるところである。 

 

・・・以下、非公開・・・ 

 

議題（４）非公開議事 

・・・非公開のため、発言内容も非公開・・・ 

 



 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議題（５）非公開議事 

・・・非公開のため、発言内容も非公開・・・ 

 

議題（６）その他 

 議案なし 

 

次回予定１１月を確認し、閉会する。 

 


